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1階 月別展示 図書館員のおすすめ 

   

9/3 

9/29 

10/5 

10/9 

10/9   

10/16 

 

私立大学図書館協会研究会(オンライン)に参加  

図書館1階リニューアルオープン   

日高市立図書館児童向け文化講座に参加  

全国大学ビブリオバトル2025ブロック予選 城西大学  

「第9回鶴ヶ島市立図書館を使った調べる学習コンクール」審査会に出席 

JDream・JoVE講習会開催（オンライン）  

 

 

10/25・26  

10/28 

10/29 

10/30  

■  

鶴ヶ島市立図書館第35回図書館まつりに参加   

「第12回坂戸市立図書館を使った調べる学習コンクール」審査会に出席  

坂戸市立図書館協議会に参加   

医中誌Web講習会開催（オンライン）       

図書館見学（9/26・10/7・17・22・24）高校生他168名   

 

図書館彙報  

「越境」のススメ  

— 快適な領域（コンフォートゾーン）を飛び出そう  

                         経済学部 准教授 小関一史  
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ブロック予選 城西大学 P. 4 図書館員のおすすめ、インフォメーション  

 

 学者、作家、薬剤師、アイドル、執事、棋士、 

 ピアニスト、総理大臣･･･主人公の職業に注目し

て気になるお仕事小説を集めました。 

新規メンバー紹介  

インフォメーション 

 

11/4(火)～12/24(水) 

卒論応援キャンペーン 
 オンライン相談もやってるよ   

 気軽に相談してね 

日高市立図書館講座に参加しました   

 

図書館  
公式X  

図書館HP 
オンライン

相談 

図書館HPや公式Xでは、役立つ情報をお知らせし
ています。また、図書館員がオンラインでも資料
の相談を受け付けています。 

 

皆さんは大学という場所をどのように捉えているでしょうか。専門分野の知識を深める場所，あるいは気の合う仲

間と出会う場所。それらはもちろん大学の重要な側面です。しかし私は，大学とは自らが作り上げた「快適な領域

（コンフォートゾーン）」を飛び出し，自らの限界を越えていくための出発点であってほしいと願っています。 

私自身の学生時代を振り返ると，それはまさに「越境」の連続でした。当時，私が情熱を注いでいたのは学問では

なく，バスフィッシングのプロになることでした。それは学業とは全く異なる世界への「越境」です。プロトーナ

メントという真剣勝負の場では，学生という立場に甘えることは許されません。年齢も職業も多様な大人たちの中

で対等に渡り合い，結果を出すことが求められました。そこでは，単に技術を競うだけでなく，異なる背景を持つ

人々の懐に飛び込み，信頼を得るためのコミュニケーション能力が何よりも試される，いわば社会の縮図のような

場所でした。私は昨年3月まで市役所職員として勤務していましたが，実務の現場で気づいたのは，誰にも頼まれず

自ら課したこの挑戦が，結果として「社会で生き抜くための経験値」そのものだったということです。 

一方で，多くの学生は，サークルやゼミ，アルバイト先といった，気心の知れた仲間との心地よい人間関係に安住

しがちです。もちろん，そうした居場所も大切です。しかし，その「内向き」の快適さに慣れてしまうと，自分と

は異なる価値観を持つ人々と協働する力が育たないまま社会に出ることになります。社会で本当に求められるの

は，同質性の高いグループの中でうまくやることではありません。多様な人々が混在する予測不可能な環境で，自

ら課題を発見し，周囲を巻き込みながら解決へと導く力，すなわち「越境」する力です。 

では，どうすればその一歩を踏み出せるのでしょうか。最大の壁は，自分の殻を破ることかもしれません。しか

し，そのために大それた理由は必要ありません。「面白そうだと思ったことに取り組む」「誘われたら乗ってみ

る」など，自分なりの簡単なルールを作るだけで十分です。ちなみに私自身は，今も「誘われたら乗る」を信条に

しています。 

そのきっかけは，どこに転がっているか分かりません。図書館でふと手に取った一冊の本，大学から案内されるボ

ランティアやイベントへの参加も，皆さんを新たな世界へと誘う立派なきっかけになるはずです。まずは小さな一

歩で構いません。コンフォートゾーンを飛び出し，新しい自分に出会う旅を始めてみませんか。 

10月5日(日)日高市立図書館で開催された児童

向け文化講座「身近な薬用植物を使ったレジン

小物つくり体験」に、学生アドバイザー5名が

参加しました。終了後のアンケートでは、小学

生から「楽しかった」「体験できて嬉しかっ

た」という声が多く寄せられました。 

小川（現代政策学部  4 年）  

小学生と関わる経験が少なかったので、イベン

トは緊張しました。私はレ

ジンを担当していて、手順

を 分かりやすく伝えるこ

とは大変でした。それで

も、上手にできたと喜んで

もらえたのでイベントに参

加してよかったと思いまし

た。  

学生アドバイザーに 
仲間が2名加わりました！ 

10月7日(火)「ボードゲームを楽しもう」を開

催しました。リニューアルした図書館1Fで参

加者とボードゲームで交流しました。 

小谷野（経営学部３年）   

当初は参加者が集まるか不安もありましたが、

予想を超える参加人数となりました。イベント

のためにボードゲームのお題を作成した工夫も

あり、参加者の方に楽しんでいただけたと思い

ます。今後も参加者の方に楽しんでもらえるイ

ベントを開催したいと思います。  

コナン・ドイルが歴史小説を書きたがっていた

のはファンには知られた話ですが、そんなドイルがノリノ

リで書いた（のですがホームズの圧倒的人気に埋もれた）

歴史小説の連作短編集。舞台はナポレオン戦争。フランス

軍の勇猛果敢（人の話を聞かない脳筋キャラ）な騎兵士

官、ジェラール君が、ゆく先々で騒動を起こす昔語りの歴

史コメディです。またお爺ちゃんのホラ話がはじまった

よ！ 

 紹介者：中村 （担当：資料管理） 

「ボードゲームを楽しもう」を 
     開催しました 

経営学部 
3年 

小谷野  

経営学部 
3年 
齋藤 
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https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold6.htm#251020_2
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold6.htm#251020_3


ビブリオバトルの進行をアドバイザーとして初めて勤めました。自分は投票数を

数えることと、質問者にマイクを渡す担当でした。たくさんの方が質問されていて

少し大変でしたが、それだけビブリオバトルが盛り上がり注目されているものなのだと実感しました。   

大場（理学部化学・生命科学科4年）  

9月29日（月）、図書館1階は、ディスカッションや会話ができるアクティブラーニングのためのフロアに
生まれ変わりました。ひとりでも、みんなと一緒でも、居心地のいい空間になっています。 
ぜひ図書館に来てみてください！ 

自由にレイアウト 

できる学習スペース 

可動式のテーブルや椅
子、ホワイトボードを
使って、グループ学習
に最適な環境を作るこ
とができます。 

ゆったり読書を 

楽しめる空間 

文庫本や新書、話題の
文学賞受賞作、旅行ガ
イドなどを取りそろえ
ています。じっくり読
書を楽しめます。 

集中して作業したい 

ときにおすすめ  

個人作業にぴったりの 
席や、グループワークが 
できるソファ席など、 
目的に合わせて使えるス
ペースです。  

軽食OK！ 

リラックスできる 

カフェ風スペース 

コーヒーを片手に、先
生の推し本に出合った
り、漫画を読んだり、
自由に過ごせます。 

10月9日（木）、図書館1階で「全国大学ビブリオバト
ル2025 ブロック予選 城西大学」を開催し、合計44名
の方が今年のバトルを見届けました。 ビブリオバトルと
は、制限時間5分間でおすすめの本を紹介しあう書評ゲー
ムです。観客は一番読みたくなった本に投票し、「チャ
ンプ本」を決めます。バトラーが発表した本と出場した
感想を紹介します。 

十文字学園女子大学 笛木さん 

何回やっても緊張する。  
色々な本に出会える。  
興味の幅が広がる。  

理学部数学科 川上さん 

例年と違い、多種多様な本での参加が
みられてとても嬉しく感じた。それぞ
れの好きが詰まった発表を聞くことが
できて充足感に満ち溢れている。チャ
ンプは逃してしまったが、とても良い
機会に参加できて良かった。  

いきいきと発表が
で き れ ば よ か っ
た。  
質問には答えられ
てよかった。 

初めて参加し
て、人前で話す
のは緊張した。 
手元でタイマー
を見ていたけ
ど、ピッタリで
きてよかった。  

 

経営学部 幡谷さん 

『プロジェクト・ヘイル・メアリー 』 
(上･下) アンディ・ウィアー著 ; 小野田和子訳 
早川書房（2F 図書 933.7//W55//1･2） 

いつも通り緊張
し た が、自 分 の
発表したいよう
に発表すること
が で き た。応 援
してくれた方々
の期待にもこた
えたかった。 

現代政策学部 丸山さん 

『長野〈東北信〉は観光で輝く』 
岩切正介著 原書房 
（3F 図書 689.2152//I93） 

現代政策学部 大川さん 

『うまくやる : コミュニケーションが

変わる25のレッスン』熊野森人著  
あさ出版 （3F 図書 361.454//Ku34） 

当日は観客の誘導と投票をカウントする担

当をしました！運営側を担当させていただ

いたのは今大会が初めてで、不慣れな仕事

で戸惑うこともありましたが、熱心に本を

薦めるバトラーと盛り上がる会場 

に励まされ、最後までミスなく取り

組むことができました！    

幡谷 （経営学部4年）  

学生アドバイザーが全国大学ビブリオバトル2025ブロック決戦の運営をサポートしました 

10月19日（日） に 

さいたま市立中央図書館で 

開催された「全国大学ビブリオ

バトル2025 関東Bブロック 

決戦の運営を学生アドバイザー

が手伝いました。 

 

 雰囲気が新鮮で開放感がある 

飲食スペースも新たに導入され、
図書館の活用の多様性を感じ、 
とても便利だと思った より図書館が身近なものになった 

惜しくもチャンプ本には届き
ませんでしたが、城西大学で

行われたブロック予選でチャ
ンプ本を発表した笛木さんも
出場しました！ 


